
手術侵襲全体図（一例） 
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＜全身麻酔関連図参照＞ 

 

合併症： 

血圧低下・術後イレウス・不整脈・無気

肺・肺炎・気道閉塞・低体温・深部静脈

血栓・肺血栓塞栓症 

 

 

＜脊髄くも膜下麻酔関連図＞ 

 

合併症： 

血圧低下・呼吸抑制・硬膜穿刺後頭痛・

硬膜外膿瘍・血腫 

 

 

＜硬膜外麻酔関連図＞ 

 

合併症： 

血圧低下・尿閉・嘔気嘔吐 その他 

 

 

患者さんがどの麻酔

法なのか把握し関連

図を描き、影響を考え

よう 

受け持ち患者の全体関連図を描く場合は、以下の内容も含む関連図を描きましょう。 

・発達段階・全身状態（栄養状態・心機能・肺機能・腎機能・肝機能など） 

・受ける手術に特有な影響・精神社会的な状態・既往歴と継続中の治療（内服薬など） 

 


